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日
時　

１
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

演
奏　

川
口
真
由
美
氏
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

報
告　

玉
本
英
子
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

70
人

沖
縄
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
２
つ
の
現
場
か
ら
平
和
を
紡
ぐ

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会

日
時　

１
月
21
日（
日
）午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

福
田
謙
一
氏
（
東
京
歯
科
大
学
口
腔
健
康
科
学
講
座

障
害
者
歯
科
・
口
腔
顔
面
痛
研
究
室
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

引
き
出
し
を
増
や
し
て
対
応
し
よ
う
〜
歯
科
医
院
で

遭
遇
す
る
主
訴
や
患
者
急
変
〜
（
仮
）

組
織
部
講
習
会

日
時　

１
月
28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

岡
崎
定
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

総
義
歯
臨
床
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

１
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

牟
田
修
氏
（
エ
ニ
ー
タ
イ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
）

　
　
　

杉
谷
孝
史
氏
（
Ｒ
＆
Ｔ
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

医
院
継
承
セ
ミ
ナ
ー
〜
医
院
経
営
の
い
ま
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
〜
（
仮
）

組
織
部
講
習
会

日
時　

２
月
３
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

平
尾
清
司　

社
保
研
究
部
長

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
・
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
巡
る

情
勢
と
運
動
（
仮
）

政
策
学
習
会

無料相談

税
務　

１
月
17
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

１
月
18
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

法
律　

２
月
５
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

デンチャースペース義歯とは
東大阪・八尾・柏原地区　臨床講習会

収
が
進
ん
で
い
く
と
で
き
る

空
間
で
あ
る
。
ま
た
歯
や
歯

槽
骨
が
な
く
な
っ
た
後
の
空

間
は
、
静
止
し
た
空
間
で
は

な
く
口
腔
の
周
囲
筋
に
影
響

を
受
け
る
。
そ
の
力
の
均
衡

が
と
れ
た
と
こ
ろ
が
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
天

然
歯
や
歯
槽
骨
は
も
と
も
と

こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ

ー
ス
と
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ゾ
ー

ン
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
義
歯
の
維
持
・
安
定
は
良

好
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
ま

ず
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
求
め
、

そ
こ
か
ら
安
定
し

た
違
和
感
の
な
い

義
歯
を
作
る
必
要

が
あ
る
。
デ
ン
チ

ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
12
月
２
日
、
東
大
阪
市

開
業
の
大
谷
学
氏
を
講
師
に

地
区
講
習
会
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
『
デ
ン
チ
ャ
ー

ス
ペ
ー
ス
義
歯
』
そ
の
考
え

方
と
臨
床
」
で
、
11
人
が
参

加
し
た
。

　

デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

は
、「
天
然
歯
の
喪
失
に
よ

っ
て
口
腔
内
に
生
じ
る
、
上

下
顎
の
顎
堤
間
の
義
歯
が
占

め
る
空
間
」。
要
す
る
に
、

全
て
の
歯
が
な
く
な
り
、
歯

を
支
え
て
い
た
歯
槽
骨
の
吸

歯
は
、
口
腔
機
能
だ
け
で
な

く
、
全
身
の
機
能
回
復
・
認

知
機
能
改
善
、
フ
レ
イ
ル
予

防
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
今

後
診
療
所
で
は
、
し
っ
か
り

噛
ん
で
食
べ
ら
れ
る
義
歯
を

作
製
し
、
咀
嚼
能
力
の
維

持
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に

移
行
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
一
方
、
施
設

・
在
宅
で
は
、
通
院
で
き
な

く
な
っ
た
方
へ
「
食
べ
る
」

喜
び
を
継
続
し
て
も
ら
う
事

が
歯
科
の
大
き
な
役
割
で
あ

り
、
こ
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
す
こ
と
が
多
職
種
連

携
へ
、
そ
し
て
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
繋
が
っ
て
い

く
と
考
え
る
。「
患
者
の
喜

び
を
我
が
喜
び
と
す
る
」
こ

の
言
葉
を
思
い
な
が
ら
、
日

々
努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
八
尾
市
・
矢
部
あ
づ
さ
）

　

自
民
党
の
５
派
閥
が
、
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
の

計
約
４
０
０
０
万
円
を
政
治

資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
し

て
い
な
か
っ
た
疑
惑
が
あ
が

っ
て
い
る
。
政
府
は
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
よ
っ
て
、
収
入

が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
免

税
事
業
者
に
ま
で
収
入
を
全

部
明
ら
か
に
さ
せ
、
消
費
税

申
告
と
い
う
名
の
下
に
物
価

高
騰
や
材
料
費
値
上
げ
、
ま

た
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
苦
し
む
小

規
模
事
業
者
の
わ
ず
か
な
収

入
を
む
し
り
取
る
と
い
う
政

策
を
強
行
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
政
治
家
は

１
０
０
０
万
円
以
上
の
単
位

で
、
表
に
で
な
い
よ
う
に
利

益
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
の

だ
。
嘘
で
塗
り
固
め
、
追
求

に
も
ま
と
も
に
答
え
な
い
。

ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
た
び
に
非

常
に
腹
が
立
つ
。

　

会
員
を
含
め
、
国
民
は
も

っ
と
怒
り
を
持
つ
べ
き
だ
。

政
治
の
あ
り
方
、
政
治
家
の

資
質
は
も
っ
と
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

「食べる」喜びを継続して

　

11
月
19
日
、
大
阪
市
南
部

地
区
主
催
の
文
化
行
事
「
大

阪
の
秘
め
ら
れ
た
歴
史
に
触

れ
る
」
に
参
加
し
た
。
案
内

人
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
「
ブ
ラ

タ
モ
リ
」（
タ
モ
リ
さ
ん
が

街
の
歴
史
な
ど
を
紐
解
い
て

い
く
番
組
）
へ
の
出
演
経
験

も
あ
る
、
大
阪
大
学
総
合
学

術
博
物
館
・
副
館
長
の
船
越

幹
央
氏
。
13
人
が
参
加
し
、

明
治
時
代
の
古
地
図
を
片
手

に
、
淀
屋
橋
か
ら
梅
田
ま
で

今
で
は
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ

わ
う
一
帯
を
散
策
し
た
。

　

淀
屋
橋
の
す
ぐ
そ
ば
に

は
、
近
代
化
や
空
襲
な
ど
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
江
戸
時
代

の
街
並
み
の
面
影
を
残
す
代

表
例
で
あ
る
「
適
塾
」
が
あ

り
、
そ
の
内
部
を
見
学
。
適

塾
は
現
在
の
大
阪
大
学
の
原

点
に
も
な
っ
て
い
る
。
塾
を

開
い
た
緒
方
洪
庵
は
蘭
学
者

か
つ
医
学
者
で
、
福
沢
諭
吉

を
は
じ
め
１
０
０
０
人
以
上

の
門
下
生
を
輩
出
し
た
。
学

生
時
代
に
は
大
学
の
歴
史
な

ど
に
は
あ
ま
り
関
心
を
持
っ

て
見
て
来
な
か
っ
た
が
、
改

め
て
感
慨
深
く
感
じ
た
。

　

中
之
島
で
は
、
難
波
橋
や

水
晶
橋
、
大
阪
市
中
央
公
会

堂
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
な
ど
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物
や

橋
を
、
船
越
氏
の
解
説
を
聞

き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
北
新
地
に

軽
い
段
差
が
あ
り
、
そ
こ
が

昔
町
の
北
の
端
に
な
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
説
明
を
受

け
な
か
っ
た
ら
気
が
つ
く
は

ず
が
な
い
。
北
新
地
は
そ
の

名
の
通
り
町
の
北
に
で
き
た

新
し
い
土
地
と
い
う
意
味
。

そ
の
北
梅
田
は
こ
れ
も
埋
田

か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
淀
川
デ
ル
タ
の
大
湿
地

帯
に
属
し
て
い
る
。
江
戸
時

代
以
前
の
地
図
を
見
る
と
デ

ル
タ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
う
い
う
過
去
の
記
憶

が
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
へ
っ

こ
み
に
し
か
見
え
な
い
も
の

に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

船越氏が案内した主な史跡（船越氏の資料から）

　▼淀屋橋・国の重要文化財。大江橋とともに1935年架橋。▼適塾・
史跡。緒方洪庵が1838年に開いた蘭学塾。現在、大阪大学が所有・管
理しており、阪大の「精神的源流」の一つとなっている。▼難波橋・浪
華三大橋の一つ。４隅に阿吽のライオン像を据える。▼大阪市中央公会
堂・国の重要文化財。1918年竣工。北浜の株式仲買人・岩本栄之助の
寄付金百万円によって建設された。▼大阪府立中之島図書館・国の重要
文化財。1904年竣工。住友吉左衛門の寄付により設立。▼水晶橋・も
とは堂島川可動堰で1929年竣工。▼佐賀藩蔵屋敷跡・佐賀藩（鍋島
家）蔵屋敷前にある堂島川岸は鍋島浜と呼ぶ。この蔵屋敷は、間口（東
西）約63間（約120m）、敷地約4200坪、船入り（約460坪）を持つ
大規模なものだった。

阪
大
の
原
点
「
適
塾
」
ほ
か
史
跡
鑑
賞

政
治
資
金
問
題

谷　

聰
（
高
槻
市
）

冨
本
昌
之
（
大
阪
市
港
区
）

「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
出
演
の
案
内
人
が
大
阪
の
歴
史
に
誘
う

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

国
民
は
も
っ
と
怒
り
を
持
つ
べ
き

日
時　

１
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

30
人

持
参
物 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

２
０
２
１
年
２
月
版
』

新
規
指
導
対
策
講
習
会
〜
最
新
の
集
団
的
個
別
指
導

で
技
官
が
強
調
し
て
い
た
こ
と
と
は
〜

会
員
限
定


